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はじめに 

本書はドローン関連ビジネスを展開する企業やキーマンなど 50 社以上の取材を基に、市場動向、ビジ

ネス動向、行政、法律や規制、課題、展望などドローン市場を多角的に分析。国内のドローンビジネスの

成功戦略を立てるための情報が網羅された、必携の１冊です。 

第 1 章の「ドローンビジネス市場分析」では、ドローンビジネスの市場規模やロードマップと今後の

展望、産業構造やプレイヤー整理、事業レイヤーごとの動向と分析、市場全体の最新動向、法律や規制な

ど、ドローン市場を知るうえで必要な情報を網羅的にまとめています。

第 2 章「産業分野別のドローンビジネスの現状と課題」では、農業、土木・建築、点検、搬送・物流、

公共など 14 分野合計 38 の業務用途ごとにドローンを活用したビジネスの現状とロードマップ、課題

（分野特有の課題、技術課題、社会的課題など）、今後の可能性などを分析しています。

第 3 章の「各省庁の動向」では、今後のドローンビジネス市場を展望するうえで重要な、国土交通省、

経済産業省、総務省、農林水産省、内閣府の動向をまとめています。特に 2020 年度はレベル 4 に向けて

制度面の整備が大きく動き出した一年となりました。操縦ライセンスや機体認証など新しい航空法をはじ

め行政が進めるドローンに関する環境整備を詳細に解説しています。

第 4 章の「企業動向」では、今後のドローンビジネス市場のカギを握る企業を「ハードウエア」

「サービス・ソリューション提供」「業界団体」などに分類し、41社・団体の動向をまとめています。 

本報告書が、新しい市場であるドローンを活用したビジネスを進めるうえで、少しでもお役に立てれば

幸いです。 

株式会社インプレス

インプレス総合研究所

2021年 3月 
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 国内ドローンビジネスの市場規模 

  

 
ドローンビジネスの市場規模は、機体とサービスと周辺サービスの３つで構成される。 
機体市場は、業務用（固定翼および回転翼、ローバー型、ボート型、潜水艦型）の完成品機体の国内での販売金額。
軍事用は含まない。サービス市場は、ドローンを活用した業務の提供企業の売上額。ただし、ソリューションの一部
分でのみドローンが活用される場合は、その部分のみの売上を推計。企業や公共団体が自社保有のドローンを活用す
る場合は、外部企業に委託した場合を想定し推計。周辺サービス市場は、バッテリー等の消耗品の販売額、定期メン
テナンス費用、人材育成や任意保険等の市場規模。 

出所：インプレス総合研究所作成 
資料 1.3.1 国内のドローンビジネス市場規模の予測 

 

2020年度の日本国内のドローンビジネスの市場規模は 1841億円と推測され、2019年度の 1409億円か

ら 432 億円増加している（前年度比 31％増）。2021 年度には前年度比 25％増の 2305 億円に拡大し、

2025年度には 6468億円（2020年度の 3.5倍）に達すると見込まれる。 

分野別に見ると、2020 年度はサービス市場が前年度比 36%増の 828 億円となり、最も大きい市場と

なっている。また、機体市場は前年度比 27%増の 607 億円、周辺サービス市場が前年度比 24％増の 405

億円で続いている。各市場とも今後も拡大が見込まれており、2025 年度においては、サービス市場が

4361 億円（2020 年度の約 5.3 倍）と最も成長し、機体市場が 1310 億円（2020 年度の約 2.2 倍）、周辺

サービス市場が 797億円（2020年度の約 2倍）に達する見込みである。 

機体市場は、国内および海外メーカーから、農薬散布、点検、運搬、測量など用途に合わせた産業用機

体が販売されており、特に農薬散布機は普及拡大している。2020 年度は米国ドローンメーカーの国内参

入や国産ドローンメーカーの再編、ソニーなど新たな大手企業の市場参入といった動きも見られ、ドロー
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ンの社会実装が進むことを見越した事業者の動きも盛んになっている。なかでも国産ドローンメーカーに

は、今後の量産体制を見据えて、製造受託を請け負う企業と提携する動きが見られる。特に公共などの分

野を中心に機体の国産志向が強まっており、国産ドローンの活用が期待されている。 

サービス市場は、2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、各産業で実証実験や現場実装

の動きが停滞したため、昨年度に想定していた成長速度よりも遅れが見られる。2021 年度も引き続き新

型コロナウイルス感染症の影響が少なからずあると予想されるが、2022 年度以降は大きく成長するとみ

られる。 

サービス市場について産業分野別に見ると、特に、農業、土木建築、点検、公共といった分野では、ド

ローン活用の効果が明確化してきており、現場実装の段階に進みつつある。また、2020 年度は特に物流

分野の動きが際立っており、2022 年度のレベル 4（有人地帯の目視外飛行）実現に向けた新しい取り組

みが多数見られた。携帯電話の上空利用の緩和に伴う携帯電話ネットワークを使った長距離フライトや短

時間に長距離を移動する VTOL 型ドローンによる輸送、オンライン服薬指導と併せた処方薬輸送などの

実証実験が数多く実施されている。 

橋梁、鉄塔、基地局、発電施設、プラント、工場やビル、船舶といったインフラや設備点検の現場では

引き続きドローンの活用が普及していくとみられる。そうした状況をうけて、一部のドローンのサービス

事業者からソリューションが提供されており、順調にインフラや設備点検分野での利用が拡大していくこ

とが予想される。特に小型ドローンを活用した点検は、従来の人による点検が困難であった天井や屋根裏

空間、細い配管ダクトの中などの点検を可能にし、ドローンが専門的に行う新たな点検分野市場として大

きな拡大が期待される。一方で、その他の分野においては、昨年度から引き続き業務フローの再構築や運

用ノウハウの蓄積、マニュアル作成、人材の育成などに時間を要している。これらの課題が徐々に解決さ

れることで、市場が拡大していくとみられる。 

周辺サービス市場では、ドローンの産業利用が進むにつれて、バッテリー等の消耗品や定期的なメンテ

ナンス、業務環境に即した保険のバリエーションの増加などにより機体市場の拡大に合わせて引き続き成

長していくと予想される。また今後、導入されるドローン操縦ライセンスの動きに伴い、スクールの動き

が活発になるとみられる。各ユーザー企業における運用管理やソフトウエア開発などのドローンに特化し

た人材の要求が高まっており人材サービス市場の拡大も予想される。 
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出所：インプレス総合研究所作成 

資料 1.3.2 サービス市場の分野別市場規模 

 

 

  

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

その他サービス 0 4 72 110 92 112 149 215 343 431

物流 0 0 5 15 15 19 92 174 482 797

防犯 0 0 10 20 32 56 80 96 116 139

農業 110 108 175 260 315 398 478 597 764 940

点検 2 5 43 115 279 399 713 968 1,356 1,715

土木・建築 30 23 36 60 67 106 221 228 241 247

空撮 12 15 21 28 28 39 51 73 86 91
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2020年度の動向と今後の見通し 

1.4.1 2020年度の動き 

機体 

2020年度の産業用ドローンで最も注目を集めたのは、DJIのMatrice 300 RTK（M300RTK）だ。従来

の Matrice 200シリーズ V2（M200）の上位機種として 2020年 5月に登場した M300RTKは、これまで

の M200 シリーズと同じ産業用ドローンだが、M200 とは一線を画す飛行性能と新しい機能で、発売以来

多くのユーザーから高い評価を得ている機体である。

特に 6 方向のビジョンポジショニング機能により、非 GPS 環境となる橋桁下のような空間でも安定し

た飛行が可能なほか、最大で 55 分間という長時間飛行を実現。同時に発売となったレーザー距離計付き

ズーム可視光・赤外線カメラジンバル Zenmuse H20T との組み合わせで、画像認識で過去に撮影した画

角と同じように撮影する機能をはじめ、さまざまな点検用途に対応した撮影が可能となっている。

“産業用ドローンの決定版”といわれるほど高い評価を得ている M300RTK だが、DJI にとって 2020

年は逆風の一年であった。2018 年に米国政府がファーウェイや ZTE の製品に対してセキュリティ上の懸

念を示したことをきっかけに、中国製品に対する風当たりはドローン業界にも波及。日本でも政府や通信

キャリアがファーウェイ製品に対して排除の方針を示した 2ことで、産業界のドローンに対する見方にも

政府に忖度する機運が広がっていった。

そんな中、DJI 製品と同じように誰にでも手軽に使えるパッケージ化された米国製ドローンが続々と日

本に上陸してきた。そのひとつが米Skydio社のSkydio 2だ。 

2020 年 1 月に同社はジャパン・インフラ・ウェイマーク（JIW）と、東南アジア・日本における橋梁

点検の独占パートナーシップ契約を締結。点検用途向け日本仕様の「Skydio R2 for Japanese Inspection

（Skydio J2）」の提供を、点検サービスの一環として始めた。また、Skydio 社は 2020 年 1 月から NTT

ドコモと協業の検討に入り、同年 11月からは NTTドコモの docomo skyのソリューションとして、市場

への提供を始めている。

仏 Parrot からは小型ドローン ANAFI の業務用モデルというべき「ANAFI USA」が登場。もともと米

陸軍向けに開発されたともいわれるドローンで、やはり可視光＋赤外線カメラを搭載した、民生用として

は警備や監視、捜索救難用途を想定したモデルとなっている。

さらにAUTEL RoboticsのAUTEL EVOⅡシリーズも、KMTとシネックスジャパンを通じて日本に上

陸した。CES 2020 で初めて公開された際に 8K、6K のカメラが話題になった EVOⅡシリーズには、

2020 年 9 月に可視光＋赤外線カメラを搭載した EVOⅡ Dual が追加された。これは主要コンポーネント

を西側諸国から調達し、米国で最終組み立てを行っていることをうたったモデルだ。

2 内閣サイバーセキュリティセンター,2020年6月30日一部改正,IT 調達に係る国等の物品等又は役務の調達方針及び調達手続

に関する申合せ,https://www.nisc.go.jp/active/general/pdf/choutatsu_moshiawase_kaisei.pdf 
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 ドローン市場の最新動向 

1.7.1 ドローンの飛行申請から見る国内の傾向 

本項では、国内のドローンに関する飛行申請状況から傾向を分析する。 

 
出所：国土交通省提供資料より 

※空港事務所分の集計について・平成27年12月～平成29年2月については、当月10日から翌月9日までの集計。平成29年3月につ
いては、同年3月9日から31日までの集計。 

資料 1.7.1 申請件数の推移 （～2020 年 12 月分まで） 

 

国土交通省航空局は、申請者が非公表を申し出た場合以外の案件に関しては、許可・承認を行った内容

を公表している。それによると無人航空機に係る航空法施行後（平成 27 年 12 月 10 日～令和２年 12 月

31日）、国土交通省に対して合計 166,623件の申請が行われている。 

その内 2019年度は、48,364件の許可・承認の審査が行われており、許可承認を受けた数は 38,211件に

のぼる。2020 年度は 12 月迄という短い集計期間にもかかわらず許可・承認の審査件数は 44,330 件と

なっており、前年度を上回ることは確実である。2020 年度はひと月あたり 5,000 件を超える申請が行わ

れたケースもある。 
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出所：国土交通省提供資料（令和元年度）より 
※１：1 件の運航内容に、複数項目が含まれていることから、グラフの総合件数と許可承認の総合件数は等しくない 

資料 1.7.2 項目別許可承認状況 

飛行申請件数の内訳で多数を占めた項目は、人口集中地区（DID）上空での飛行等に係るものと 30m

以内に係るものが多い。

出所：国土交通省提供資料（平成 30 年度）より 
資料 1.7.3 目的別の許可承認状況の年度別の比較（2018 年度／2019 年度） 
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10%

自然観測, 9%

設備メンテナンス, 8%

環境調査, 7%

農林水産, 5%

報道取材, 5%

その他, 7%

空撮, 36%

測量, 12%

インフラ点検・
保守, 12%

事故・災害対応
等, 11%

農林水産, 5%

報道取材, 6%

その他, 18%

2018年度 2019年度
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目的別には空撮、測量、インフラ点検・保守、事故・災害対応等の順となっているが、年々飛行目的は

多様化している。さまざまな産業分野でドローンの社会実装が進んでいることが見て取れる。なお、

2019 年度は「農薬散布」は農林水産航空協会が一括申請を行っていたため、実際の飛行数よりも申請件

数は少なくなっている。 

1.7.2 レベル4実現を見据えた新しい制度の整備が加速 

2020 年は 4 月 1 日に小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会から「有人地帯の補助者なし目視

外飛行（レベル 4）の実現等に向けた制度の全体のイメージ」が公表され、これをもとに 2022 年度のレ

ベル 4に向けて、制度面での整備が進められた一年となっている。 

2018 年頃から物流分野を中心に、“無人地帯の補助者なし目視外飛行（レベル 3）”の取り組みが行

われているが、有人地帯上空を飛行するレベル 4 についてはリスクがさらに高くなるため、認められて

いなかった。しかし、ロードマップ 2019 の公表と同時期に閣議決定された「成長戦略フォローアップ」

でも、「空における次世代モビリティ・システムの構築」の項で、2022 年度をめどにレベル 4 の飛行に

よる荷物配送などのサービスを可能とすると示されている。そしてそのために「認証制度などの機体の安

全性確保」「操縦者・運航管理者の技能確保制度」「複数のドローンの運航管理制度」「機体・所有者情

報の登録制度」「被害者救済のあり方」といった制度設計の基本方針を 2019 年度中に決定し、必要な制

度整備について 2021年度をめどに進めるとしていた。 

そこで官民協議会では「無人航空機の目視外及び第三者上空等での飛行に関する検討会」の中に、「機

体登録」「機体認証」「操縦ライセンス」「運航管理（UTM）」の各テーマを検討するワーキンググ

ループ（WG）を設置し、官民から有識者や業界団体の代表などが集まって検討を行ってきた。そして

2019年11月28日には「小型無人機の有人地帯での目視外飛行に向けた制度設計の基本方針の策定に係る

中間とりまとめ」を公表している。 

その中では、リスクをもとに適切な安全対策を適用するリスクベースの考え方の活用や、パフォーマン

スベースの考え方を取り入れていくことが重要だと示した。また、レベル4においては第三者上空を飛行

するために、使用する機体の信頼性と操縦する者の技量、運航管理の方法が、飛行リスクに応じて適切で

あることをこれまで以上に厳格に担保する仕組みが必要であると求めている。さらにレベル4の飛行で荷

物配送などのサービスが普及することを踏まえ、飛行ごとに厳格な機体や操縦者の審査を行うのではなく、

航空機や自動車のように、あらかじめ国が機体や操縦者の安全性を証明することで、個別の飛行ごとの手

続きを簡素化することが必要であるとしている。 

この2019年11月の中間とりまとめを受けて、官民協議会は2020年4月に「有人地帯の目視外飛行（レベ

ル4）の実現等に向けた制度の全体イメージ」を公表。「機体認証」と「操縦ライセンス（技能証明）」

制度を新たに設け、さらに飛行計画の通報や第三者上空の飛行禁止を遵守するといった「運航ルール」を

加えた3つを、飛行リスクに応じて求めるというのがおもな内容だ。 

飛行リスクはカテゴリーⅠからⅢの3段階に分け、現在の許可・承認が不要な飛行をカテゴリーⅠ、許

可・承認が必要な多くの飛行をカテゴリーⅡ、そしてレベル4やイベント上空飛行といった極めてリスク

の高い飛行をカテゴリーⅢと区分。そのうえで、各カテゴリーに機体認証と操縦ライセンス、運航ルール
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の要否を当てはめる形となっている。

レベル1 目視内での操縦飛行（マニュアル操作） 
レベル2 目視内での自動・自律飛行（オートパイロット） 
レベル3 無人地帯での目視外飛行（補助者の配置なし） 

※ 第三者が立ち入る可能性の低い場所（山、海水域、河川・湖沼、森林等） 
レベル4 有人地帯（第三者上空）での目視外飛行（補助者の配置なし） 

資料 1.7.4 小型無人機の飛行レベル 

出所： 内閣官房「小型無人機の有人地帯での目視外飛行（レベル 4）の実現に向けた制度設計」より 
資料 1.7.5 有人地帯の目視外飛行（レベル 4）の実現等に向けた制度の全体のイメージ（2020年 4月）

国土交通省では 2022 年度に向けてこの“新しい制度の基本方針”をもとにルールを作り上げるため、

具体的な制度や審査体制等について議論する場として、交通政策審議会航空分科会技術・安全部会の下に、

「無人航空機の有人地帯における目視外飛行（レベル 4）の実現に向けた検討小委員会」を設置 10。2020

年 6 月 29 日に第 1 回委員会を開催し、それ以降も 3 回の会議を開いて議論を重ねてきた。そして 2020

年 11月に開催された第 4回会議で中間とりまとめの方向性が議論され、2021年 3月 8日に「無人航空機

の有人地帯における目視外飛行（レベル４）の実現に向けた検討小委員会中間とりまとめ」を公表してい

る。

10 国土交通省無人航空機の有人地帯における目視外飛行（レベル4）の実現に向けた検討小委員会, 
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s304_mujinkokuki.html （2021年3月10日閲覧） 
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出所：交通政策審議会 航空分科会 技術・安全部会 
「無人航空機の有人地帯における目視外飛行（レベル４）の実現に向けた検討小委員会中間とりまとめ」より 

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001389494.pdf 

資料 1.7.7 飛行のリスクの程度に応じた各カテゴリーの飛行形態と主な規制内容のイメージ（2021 年 3 月） 

 

  

 
出所：交通政策審議会 航空分科会 技術・安全部会 

「無人航空機の有人地帯における目視外飛行（レベル４）の実現に向けた検討小委員会中間とりまとめ」より 
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001389494.pdf 

資料 1.7.8 飛行形態毎のカテゴリー分類の詳細（2021 年 3 月） 
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2.1 ドローンの利用が期待される分野 

以下は、各分野におけるドローンの用途をまとめたものである。 

農林水産業 農薬散布（肥料散布、種ま
きなど） 

空撮 商業空撮 

精密農業 報道空撮 

害獣対策 搬送・物流 輸送（拠点間） 

水産業 配送 

林業 緊急搬送 

土木・建築 工事進捗 警備 巡回・監視 

測量 在庫管理 在庫管理 

点検 橋梁 鉱業 鉱業 

トンネル・洞道 計測・観測 環境モニタリング 

ダム 保険 
（損害保険） 

損害保険 

送電網 

基地局鉄塔 エンタテインメ
ント

ドローンレース 

イベント演出

ソーラーパネル 通信 基地局・中継局 

一般住宅 公共 消防 

大規模構造物（ビル・工
場・倉庫など） 

災害調査 

下水道 運搬 運搬 

プラント その他 その他 

風力発電 

建築物設備 

船舶 

鉄道施設 

水中構造物 

資料 2.1.1 ドローンの利用分野一覧

ドローンの用途はビジネスとして考えられるだけで 14 分野（38 項目）以上と多岐にわたってい

て、さらなる用途の広がりを見せている。次節から各分野別に現状や活用事例、分野特有の課題、

技術的および社会的な課題と今後の展望についてまとめた。
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2.4 点検 

点検分野としては国や自治体などが主導して行うインフラ点検と、おもに民間が行う設備点検に

分かれる。インフラストラクチャーとは「社会資本」のことを指し、国土交通省が所管する社会資

本には道路や河川、下水道など 14 の分野がある。日本ではこうした公共インフラが高度経済成長

期に急速に整備され、道路橋梁では約 73 万橋、道路トンネルは約 1.1 万本、下水道管渠（かん

きょ）の総延長は約 73 万 km にも上る。1970 年代に建設数がピークを迎えた公共インフラは、

これからの 20 年間で続々と建設後 50 年を超え、その維持管理の資源や財源が管理者にとって大

きな課題となっている。 

また、民間の設備点検においてはコストの削減はもちろんのこと、昨今の働き方改革という世の

中の情勢や人材の高齢化、就業人口の減少に起因する人材不足、安全性の向上といった課題がある。

こうした公共のインフラ点検や民間の設備点検に対して、ドローンによる作業の代替、効率化、コ

ストの削減といった効果が認められ、さまざまな分野でドローンの活用が進んでいる。 

ロードマップ 

 

資料 2.4.1 点検分野のフェーズ（2021 年 3 月時点） 

研究フェーズ

基礎・調査研究 商用可・実用化 普及

点検

事業化フェーズ開発フェーズ

技術開発　　　　　　　　実証実験

トンネル（道路）

一般住宅

ソーラーパネル

橋梁（道路）

送電網

プラント

建築物設備

船舶

ダム（壁面）

ダム（水中）

基地局鉄塔

下水道

大規模建造物

洞道

風力発電

水中構造物

鉄道施設
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現況と課題、今後の展望 

橋梁やトンネル、ダムといった公共インフラの分野では、老朽化対策が喫緊の課題であり、国が

点検にロボットを活用することを強く推し進めている。特に道路インフラについては 5 年以内に 1

回の検査が定められているが、点検従事者や財源が不足していることもあり、作業の効率化という

点においてもドローンに寄せる期待は大きい。 

公共インフラ点検においてドローンの活用が最も期待される分野は橋梁だ。ただし、橋梁を点検

する場合、GPS 衛星からの電波を受信できない桁下を飛行することが多く、GPS の位置情報に頼

らずに飛行できる技術が必要である。また、撮影で取得したデータが現場のどの場所なのかを特定

する際に、構築物と取得データの位置を同期することが難しいという課題がある。 

一方、設備点検においては太陽光発電所のソーラーパネル点検が先行しており、すでに 5 年程

度の実績がある。それはドローンを活用した検査、データ解析、検査結果のレポート提出までの一

連の流れが、ビジネスソリューションとして提供されているという要因が大きい。また、屋根や外

壁点検といった分野でも商用サービスが始まっている。

このほか、ドローンによる点検はビルやプラントといった不動産はもちろん、大型の船舶といっ

た動産の点検にも広がりを見せる。こうした民間の設備の点検においては、故障などのトラブルは

もちろん、保守・点検のために設備の運用を停止すると、その期間に得られるべき利益が失われて

しまう。そのため、いかに効率よく、安く点検できるか、という点においてドローンによる点検へ

の期待は大きい。

また、2019 年頃からドローンを使った屋内の設備点検も始まっている。工場や倉庫、洞道、地

下鉄構内、さらにはビルディングの天井部といった非 GPS 環境下で、より狭いスペースを飛行し

ながら対象物の撮影をするために、小型・軽量で GPS やコンパスに頼らず安定して飛行できる、

FPV ドローンによる点検サービスが、続々と登場している。 

2.4.1 橋梁 

現況 

現在、日本に約 73 万橋ある橋長 2m 以上の橋梁のうち、2025 年にはその 42%が建設後 50 年を

迎え、こうした橋梁の老朽化に対応した対策が急務となっている。国土交通省では 2014 年から 5

年に 1 回の頻度で近接目視による点検を実施することを基本とする定期点検要領を定め、2018 年

度までに 99.9%の橋梁の点検を実施してきた。 

このルールに基づいて必要な点検を行うには、昨今の人口減少による点検従事者の不足や、財源

の減少に対応した作業の効率化が求められている。そこで国土交通省では、橋梁点検用ドローンの

開発を支援・推進している。とりわけ橋梁点検用ドローンは、GPS の電波が入りづらい桁下で飛

行することになるため、GPS に頼らずに精密な飛行と写真の位置推定ができる技術の開発が鍵と

なる。そこで 2014 年から SIP（戦略イノベーション創造プログラム）が中心になって開発が進め

られ、複数の橋梁点検用ドローンが実装レベルとなっている。

2019 年度から 5 年に 1 回の点検の 2 巡目が始まるのに合わせて、国土交通省は 2019 年 3 月に
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道路橋定期点検要領を改定。点検者が「自らの近接目視によるときと同等の健全性の診断を行うこ

とができる情報が得られると判断した方法により把握」という内容が加えられた。同時に点検を行

う事業者が工法を選ぶうえで参考にする資料として点検支援技術のカタログ化が行われ、その中に

ドローンによる点検技術も複数挙げられている。 

ドローンによる橋梁点検の技術開発はすでに完了しているといってもいい。ただし、橋梁点検を

行う事業者にとってドローンによる橋梁点検に対する認識はまだまだ広まっていない。各地で試験

的にドローンによる点検を行い、これまでに行った従来工法のチョーキングの記録と比較して、そ

の精度を検証し、発注者の求めに対して充足するような結果であれば、次回以降に利用する、とい

うケースが多いようだ。さらにこの精度に対する納得に加えて、ドローンで得たデータをどう生か

すか、という発注者側のビジョンやノウハウが醸成されていないのも現状のひとつである。 

ドローン活用のメリット・特長 

・土木・点検技術者の代替としての利用 

・作業のコスト削減や効率化 

・既存工法では見られなかった箇所の可視化 

・データ化による解析の効率化 

・高所作業における危険性の排除 

・通行規制による利用者への影響を低減 

主なプレイヤー 

・ハードウエア 

川田テクノロジーズ、デンソー、ルーチェサーチ、自律制御システム研究所（ACSL）、プ

ロドローン、Liberaware、DJI、Skydio ほか 

・サービス事業者 

 大日本コンサルタント、三信建材工業、デンソー、ジャパン・インフラ・ウェイマーク、夢

想科学、日立システムズ、岩崎、長大ほか 

・点検事業者 

橋梁点検を請け負う点検事業者、土木・建築関連企業、橋梁を所有・管理する国と自治体、

高速道路会社とその関連企業・団体 

・対象者 

全国の橋梁を所有・管理する国と自治体、高速道路会社など 

活用パターン 

「ドローンによるデータ収集」と「取得データの解析と管理」という 2 つのパートに分かれる。

データ収集を行う場合は、橋梁点検に特化した機体を用いることが多い。また、従来の診断員が現

地で作業をする際のカメラの代わりとして、Skydio のような汎用機を使用するケースもある。 

現場のデータ収集作業は橋梁管理者もしくはその点検を請け負う企業が行う。取得データの解析
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と管理は、橋梁管理者と点検を請け負う事業者が行うケースがある。また、これら一連の業務全体

（機材運用、データ取得から解析、レポーティング）をワンストップでサービスする事業者もある。

代表的なハードウエア 

マルコ（大日本コンサルタント）、HDC02（デンソー）、Skydio J2（Skydio／JIW）、

Matrice300 RTK（DJI）など 

課題 

① 分野特有の課題

・非 GPS 環境下での飛行

橋桁の下といった GPS の電波が受信しづらい環境では、位置制御を GPS に頼る一般的なド

ローンでは安定した自律飛行が難しい。

・橋梁周辺の複雑な気流

河川上空は風が強いうえに、橋梁周辺は構造物によって風が渦を巻くなど気流が複雑で、安定

した飛行が難しい。

・撮影データと位置情報の紐付け

GPS の位置情報が利用できない場合、劣化箇所が写った画像が、橋梁のどの場所なのかを特

定するのが難しい。

② 技術課題

・自動航行技術の確立

効率のいい作業のためには自動航行が欠かせないが、GPS の位置情報が利用できないため安

定した自動航行が難しい。

・突風に対応できる機体

橋梁周辺は風の流れが乱れていることが多く、突風に強い機体が必要。可変ピッチを採用する

ことでこの課題を解決するものもある。

・コンパスエラー

PC 橋（プレストレスト・コンクリート橋）や鋼橋では、鋼材周辺の地場が不安定で、ドロー

ンを接近させるとコンパスエラーが起こり、安定した飛行が難しい。

・長距離の飛行技術

長大橋の点検では飛行距離が長くなり、ドローンを目視して飛行させることが難しい。FPV

などで安全に飛行できる方法の開発が必要。

・橋梁すべてをドローンで点検する技術

ひとつの橋すべてをドローンで点検できるケースは少なく、汎用性の向上が必要。

・解析技術

点検者による目視に代替しうる画像解析・判定技術の向上が求められる。AI を利用する場合

は、その教師データの収集が必要となる。
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市場成長性 

今後、建設後 50 年を経過する橋梁が急増する一方で、点検作業に従事する人員の確保が難しく

なるという現状の中で、5 年に 1 回の頻度で実施する定期点検が 2019 年度から 2 巡目に入ってい

る。同時に 5 年に 1 回の頻度で義務付けられている定期点検要領が改定され、ドローンによる目

視点検の代替が認められたことにより、ドローンによる橋梁点検の社会実装が加速している。 

2019 年には大日本コンサルタントの「マルコ」とデンソーの「XDC02」を使った橋梁点検サー

ビスが本格的に始まった。また、NTT 西日本が出資して 2019 年 4 月に創業したジャパン・イン

フラ・ウェイマークは、ドローンを用いて通信管路だけでなく電気、ガス、水道といった管路と橋

梁そのものを点検するサービスを行っている。同社の橋梁点検サービスでは、米 Skydio 社と共同

開発した橋梁点検用の Skydio J2 を、従来の診断員が現地で行う作業のツールとして利用してお

り、機材のレンタルも行っていることから今後の利用拡大が見込まれる。さらに、今後は橋梁すべ

てを撮影して三次元データ化し、このデジタルツイン（サイバー空間上に実空間の情報を再現した

もの）を使って構造点検や時間差点検ができるといったことにも期待が寄せられている。 

ただし、現段階では点検事業者や橋梁管理者のドローン点検の認知が低い。今後も継続的にド

ローン点検の啓蒙を行うことで、大きな普及に期待が持てる。 

2.4.2 トンネル・洞道 

現況 

全国に道路トンネルは約 1 万 1000 本あり、その総延長は 4000km を超える。高度経済成長期に

整備されたものが多く、2023 年には約 27%、2033 年には約 42%が、建設後 50 年を迎える。こう

したトンネルの老朽化対策として、国土交通省では 5 年に 1 回の頻度で点検を義務付ける定期点

検要領を 2014 年に策定し、同年から全国のトンネルで定期点検が行われている。 

道路トンネル点検では従来高所作業車や走行型計測車（点検車）による作業が行われてきた。そ

んなトンネル点検にドローンを利用する場合、GPS の電波が入らず安定した飛行が不可能な上に、

暗いトンネル内では鮮明な画像撮影が難しい。なにより、道路トンネルの場合、ドローンによる点

検であっても交通を止める必要があるため、既存工法に対するメリットもなく、研究を含めてもほ

とんど進んでいない。 

一方、鉄道トンネルについては、ゼンリンデータコムと JR 北海道が共同で、鉄道トンネル内で

ドローンを自動飛行させる実証実験を行ったほか、東京メトロがトンネル構造物の検査で実施する

高所構造物の目視確認に、大阪市高速電気軌道（大阪メトロ）が構内天井裏の点検に屋内点検用ド

ローンやマイクロドローンを使用する実証実験を行うなど、ドローンを点検作業に用いる試みが始

まっている。 

また、送電線や通信ケーブル、ガス管などを収納する洞道（とうどう）・共同溝ではドローンに

よる点検の可能性を探る動きがある。NTT が敷設したものや、地域のビルに温水や蒸気といった

熱源を供給するパイプラインのための洞道がある都市も多く、全国の各種洞道の総延長は約

1000km にも上る。こうした洞道ではパイプラインやケーブルが複雑に配置され、狭隘（きょうあ
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3.1 全体動向 

2015 年 4 月 22 日に発生した首相官邸へのドローン落下事件 1が、それまで一部の人のものであった

“ドローン”というものを、日本中の人々に知らしめる契機となった。同時に、この事件を契機に政府が

ドローンを“無人航空機”として航空法の中に位置づけ、あわせて小型無人機等飛行禁止法で飛行禁止区

域を定めるなど、ドローンをテロや犯罪の道具としても捉えるようになった。その一方で、ドローンの登

場を日本における新しい“空の産業革命”ととらえ、さまざまな産業分野で役立て、社会の仕組みの中に

取り込むための施策が打ち出されていく。

この「空の産業革命に向けたロードマップ」では、2022 年度には最もリスクレベルの高い“有人地帯

における補助者なし目視外飛行（レベル 4）”を実現するとしている。2021 年度はこのレベル 4 実現に

向けて航空法の枠組みが大きく変わり、機体認証や操縦ライセンスといった新しい制度が整備されること

により、現在のドローンスクールにも影響があるなど、変化の大きな一年となっている。

■さらなるドローンの社会実装と社会受容性の確保を示す“ロードマップ 2020”

政府の省庁でおもにドローンに関係するのは、規制と利活用の両面で全省庁の動きを取りまとめる立場

の内閣府、ドローンを航空法上で無人航空機と位置付けて規制する国土交通省、ドローンによる農薬散布

について所管する農林水産省、産業での利活用や空飛ぶクルマ（エアモビリティ）の開発などを振興する

経済産業省、そして、機体との通信に必要な電波を所管する総務省となっている。

日本のドローンに関する政策や施策を方向づけているのは、「小型無人機に係る環境整備に向けた官民

協議会」だ。同協議会では 2017 年から毎年度、『空の産業革命に向けたロードマップ』を取りまとめて

いる。このロードマップは、ドローンの利活用について 4 つのレベル（段階、資料 3.1.1 参照）を設定し、

そのために必要な環境整備や技術開発を示すほか、産業分野別にドローンの果たす役割と環境整備、技術

開発のビジョンを示すのが狙いだ。その中でも特に最も難易度の高い“レベル 4”、つまり「有人地帯で

の目視外飛行（第三者上空）」の実現について、2019 年 6 月に公開したロードマップ 2019 で“2022 年

度～”とその時期を明確に示したことで、官民がこの目標の実現に向けて動き出した。

2020年 7月 17日には『空の産業革命に向けたロードマップ 2020 ～我が国の社会的課題の解決に貢献

するドローンの実現～』を公開。この中では 2022 年度でのレベル 4 の実現を前提に、それまでに官民が

取り組まなければならないことを、より具体的に明示した。航空法や機体認証、操縦者の技能確保といっ

た制度整備、DIPS 等のシステム面の整備、運航管理システムやリモート ID の技術開発など、制度と技

術の概成を求めている。

また、これまでのロードマップではドローンの利活用について、レベル 1～4 に対しての記述があった

1このドローン落下事件で書類送検された男性は、威力業務妨害罪および火薬類取締法違反で起訴され、2016年2月16日、懲

役2年執行猶予4年の有罪判決が言い渡された 
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出所：小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会資料より 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/pdf/siryou14.pdf 

資料3.1.6 個別分野におけるロードマップ2020⑤ 

■レベル 4の実現に向けた新たな制度の中間とりまとめが示される 

空の産業革命に向けたロードマップ 2019が示した、2022年度に実現を目指すとしている「有人地帯に

おける補助者なしの目視外飛行（レベル 4）」。毎年このロードマップを示している小型無人機に係る環

境整備に向けた官民協議会では、2020 年 3 月にレベル 4 実現に向けた新しい制度のイメージを公開した。

これまで認められていなかった有人地帯での補助者なし目視外飛行や、催し上空飛行といったリスクの高

い飛行を「カテゴリーⅢ」、従来の許可・承認が必要な飛行を「カテゴリーⅡ」、許可・承認が不要な飛

行を「カテゴリーⅠ」と分類し、それぞれのリスクレベルに応じて、機体認証と操縦ライセンスの有無を

設定するなど、これまでのドローンに関する航空法の枠組みを大きく変える、新しいルールの体系を示し

ている。 

この新しい制度の基本方針をもとに、2020 年 6 月、国土交通省は交通政策審議会の下に「無人航空機

の有人地帯における目視外飛行（レベル 4）の実現に向けた検討小委員会」を設置。その後 7 月、9 月、

11月と具体的な制度の議論を行ってきた。そして 2021年 3月 8日に無人航空機の機体の安全性確保、操

縦者の技能証明、運航管理のルール等に関する新しい製のどの方向性について中間とりまとめを行った。

これをもとに国土交通省が航空法の改正案を通常国会に提出し、審議入りする見込みとなっている（記事

執筆時点）。この改正航空法が成立すれば、2021 年度中に省令や規則をはじめとした制度の細部を詰め、

2022年度のレベル 4実現に備えることになる。 
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4.1.5 自律制御システム研究所（ACSL） 

■企業概要

会社名 株式会社自律制御システム研究所（ACSL） 
URL https://www.acsl.co.jp/ 
所在地 東京都江戸川区臨海町 3-6-4 ヒューリック葛西臨海ビル 2 階 
設立 2013 年 11 月 1 日 
資本金 3,021,287 千円（2021 年 3 月期） 
代表者 代表取締役 CEO 太田 裕朗 

代表取締役社長 兼 COO（最高執行責任者） 鷲谷 聡之 
事業内容 ・自律制御型各種ロボットシステムのハードウェアの研究開発

・自律制御型各種ロボットシステムのソフトウェアの研究開発

・自律制御型各種ロボットシステムの製造および販売

・自律制御型各種ロボットシステムの運用および管理

・自律制御型各種ロボットシステムのその他全般業務

・自律制御型各種ロボットシステムを用いた無人化・IoT 化に係るソリュー

ションサービスの提供

・前各号に関するコンサルティング

・前各号に付帯関連する一切の事業

社員数 68 名（2020 年 12 月末時点） 

概要 

・当時、千葉大学教授であった野波健蔵が、2013 年 11 月 1 日に大学発ベンチャーである「株式会

社自律制御システム研究所」を設立する。

・自律制御システム研究所は、2016 年 3 月に約 7 億円、2018 年 1 月に約 21 億円を調達し、2018

年 12 月に国内ドローン関連企業としては初の東証マザーズ上場を果たした。

・自社保有の制御ソフトを搭載するドローンの研究開発・製造・販売に加えて、防災や点検向けの

ドローンを活用したコンサル・ソリューション提供をワンストップサービス化して事業展開して

いる。

・機体は各種インフラ点検、物流、災害支援、室内用途（倉庫内等）、測量など幅広い用途で利用

されている。現在は、大手企業を中心としたポートフォリオを構成し、特にドローンのインフラ

点検、物流、災害、室内用途分野での利用について、概念検証、カスタム化、実運用展開を積極

的に取り組んでいる。

・ドローンの機体を構成するパーツは国産中心、ソフトは制御、画像処理、アプリケーション、飛

行管理等を含め 100%自社保有のもので構成、ACSL がドローン OEM として最終的な品質保証

ができることを強みとする。

・日本郵便株式会社のドローンを用いた郵便局間輸送のための機体提供を開始（2018 年 11 月）

・復興工業団地内「福島ロボットテストフィールド」で、中型の無人航空機に搭載した衝突回避シ

ステムの探知性能試験を世界で初めて実施（2018 年 12 月）
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・新たなドローン・プラットフォーム機体「PF-2」を発表（2019 年 7 月） 

・米国 AutoModality 社へ出資（2019 年 8 月） 

・小型の産業用ドローン「Mini」を発売（2020 年 1 月） 

取り組んでいる事業レイヤー 

ハード
ウェア 

サービス 
周辺 

サービス 

● 
農業 点検 

土木 
建築 

物流 屋内 警備 
エン
タメ 

その
他 ● 

 ● ● ● ● ●  ● 

直近 1 年間のドローンに対する取り組み 

2020 年 3 月 日本郵便が小型無人航空機を用いた配送試行の実施、ドローンの提供と

運航を支援 
4 月 西松建設と共同でコンクリート床のひび割れを自動計測するシステムを

開発 
センシンロボティクスと BtoB 向けドローンソリューション構築と社会

実装に向け連携開始 
NEDO 公募「安心安全なドローン基盤技術開発」事業に採択 

5 月 VFR と用途別産業用ドローンの共同開発に向けて協業開始 

6 月 内閣府およびスーパーシティに取り組む企業を中心に設立された「スー

パーシティ・オープンラボ」のメンバーとして参画 
7 月 東光鉄工と防災・減災対策ドローンの開発・販売に向け協業を開始 

グリッドスカイウェイ有限責任事業組合のドローン目視外飛行の実用化

に向けた実証に参画 
ACSL が参画する産学連携海ごみ削減プロジェクト「 Debris 
Watchers」が、海岸漂着ごみ検知システムの開発進捗を公開 

8 月 関西電力が火力発電所の煙突内部点検で活用するドローンを開発、ベー

ス機体として「ACSL-PF2」を提供 
NEDO 公募「ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の実現

プロジェクト」の研究開発項目「②無人航空機の運航管理システム及び

衝突回避技術の開発」に採択 
VFR と ACSL、長野県豪雨の被害状況調査にドローンを活用 
ACCESS と物流・インフラ点検・防災領域における高セキュリティ対

応の産業用ドローンソフトウェア開発・販売において業務提携すること

で基本合意 
エアロネクストと 4D GRAVITY を搭載した用途特化型ドローンの共同

開発と量産に向けライセンス契約を締結 
東京都による「ドローンを活用した物流サービス等のビジネスモデル構

築に関するプロジェクト」の実施者として選定 
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10 月 八千代エンジニヤリングとドローンによる河川護岸の劣化点検に関する

実証実験を実施

風と流れのプラットフォーム「特定利用課題」に採択

11 月 エアーズ、JUAVAC と共に、物資輸送におけるドローンの安全性と運

用者の安全運航に関する専門カリキュラムの提供開始 
経済産業省「政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境

整備・データ利用促進事業」に採択 
五島スマートアイランド推進実証調査協議会、長崎県五島市でドローン

物流とアバターロボット等を活用した遠隔医療の離島モデルを構築、患

者の受け入れを開始（ACSL は物流用のドローン機体の提供および運航

サポートを実施）

都政課題解決スタートアップピッチイベント「UPGRADE with 
TOKYO」にて優勝 
エアロダインジャパンとレベル 4 を見据えた産業用ドローンの基礎デー

タ構築のための ASEAN での連続飛行試験に向け連携開始

VFR と共同で社会実装可能な物流用ドローン機体の開発に着手 
被災地への防災・災害仕様ドローンの無償提供による支援を開始

技術シナジーを目指したコーポレートベンチャーキャピタル設立

風力発電機の自律飛行点検が可能な国産ドローンの提供を開始

A.L.I. Technologies と、安全なドローン運搬システム構築に向けた連携

開始

Phase One Japan と共に 1 億画素超高解像度カメラを搭載したインフ

ラ点検用ドローンの提供を開始

KOBASHI HOLDINGS と、国内・ASEAN 地域において産業用ドロー

ンの社会実装と産業発展に向け連携

秋田県仙北市等と実施した国産の物流ドローンによる農産物運搬実証実

験に成功

12 月 ANA ホールディングスらによるドローンでの日用品・処方箋医薬品の

即時配送サービス実証において、5kg ペイロードの中型物流ドローン原

理試作機による現場実証に成功

SkyLink Japan と共に、国産ドローンによる太陽光パネル点検のワン

ストップソリューション提供開始

理経、VFR と、VR を活用したドローン開発用エミュレータを共同開発 
テクノロジー企業成長率ランキング「デロイト トウシュ トーマツ リミ

テッド 2020 年日本テクノロジーFast50」で 7 位受賞

AGL と物流・インフラ点検等の国産ハイブリッドドローンの社会実装

に向けて連携開始

2021 年 1 月 アルビトと風力発電機点検における AI×国産ドローン×専門家トータ

ルソリューションの提供開始

三豊市粟島スマートアイランド推進協議会が実施する遠隔医療・ドロー

ン配送実現に向けた実証実験に機体を提供
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  5G 通信／エッジ AI 搭載「プラント自動点検」、RFID 搭載「倉庫内自

動在庫管理」ソリューションをブルーイノベーションと共同リリース 
2 月 SUNDRED、センシンロボティクス、PHB Design、VFR、理経と共

同で「Take Off Anywhere プロジェクト」を発足 
（公表されているものに限る） 

代表的な機体およびサービスについて 

（1）プラットフォーム機体「PF2」 

「PF2」は従来の機能拡張性をそのままに、さらなる安全性および操作性を追求して設計・開

発された機体。アームとボディの一体成型により強度だけでなく防塵・防水性能を向上、高速飛

行時のフェールセーフ機能の追加や Go Home 機能の改善等により操作性を向上。さらにオプ

ション機器搭載用の密閉型マルチケースを装備することにより、様々な環境下で顧客特有のニー

ズに合わせたフライトを行うことが可能。 

＜搭載機能＞ 

① Visual SLAM 

ACSL 独自の画像処理技術を使用した自己位置推定技術（Visual SLAM）。橋梁下や室

内など GPS・GNSS データが取得できない環境下において自律飛行が可能。また画像処

理技術は AI（人工知能）との親和性が高く、今後求められるあらゆるニーズに対応が可

能。 

② Survey 

カメラのシャッター間隔によって計量・測量のスループットが律速されないように、

ACSL 独自の制御技術によって 50km/h 以上の高速飛行を実現。高速飛行時でも適切な

オーバーラップ率を確保することが可能なカメラを搭載。 

③ Protection 

突風時においても安定した完全自律飛行が可能な PF2 に高解像度カメラ、赤外線カメラ

およびリアルタイム映像伝送を搭載。災害時にいち早く、人命探索や災害対策の立案が

可能。 

④ Delivery 

完全自律飛行により目的地に安全に運搬することが可能。独自開発した運搬機構

「キャッチャー」を搭載。目的地に到着すると自動で物をリリースし次の目的地に移動

することが可能。 
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出所：自律制御システム研究所 提供資料より 

資料 4.1.22 PF2 

構造 

全長（プロペラ範囲） 1,173mm 

高さ 526mm 

重量（バッテリ 2 本含） 7.07kg 

推進システム 

モーター ブラシレス DC モーター（シナノケンシ） 

プロペラ XOAR（静音）15inch 

ESC 東芝 TPMD0001A 

フライト制御システム

オートパイロット ACSL AP3.0 

バッテリー 

容量 12,000mAh×2 

公称電圧 22.2V 

タイプ LiPo 6S 

性能 

飛行速度（完全自律飛行時） 水平：10m/s、上昇：3m/s、下降：2m/s 

耐風速（地上・平均） 10m/s 

高度 150m（航空法上限） 

最大ペイロード 2.75kg 
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基本機能 

Visual SLAM を用いた非 GPS 環境下（橋梁下、屋内、建物周辺など）での、高精度な自己位置・

方角推定／ステレオカメラを用いた全面の測距、衝突回避 

オプション加工 

①カメラジンバル機構取付 ②映像伝送装置取付（5.7GHz、2.4GHz）＋受信モニタ ③通信（LTE 対

応） ④長距離用 920MHz（LPWA） ⑤フロート ⑥AR マーカー着陸 ⑦パラシュート ⑧プロペラ

ガード ⑨防滴加工 ⑩ドローンから操作可能な 30 倍ズームカメラ ⑪測量用カメラ ⑫非 GPS 環境下

で自律飛行可能な Visual SLAM システム 

出所：自律制御システム研究所カタログより 

資料 4.1.23 PF2 のスペック（本誌執筆時の公表データにもとづく） 

＜活用分野＞ 

郵送・物流ソリューション 

・郵送、物流 

インフラ点検ソリューション 

・煙突（非 GPS 環境） 

・トンネル（非 GPS 環境） 

・プラント 

防災・災害ソリューション 

・物資救援運搬 

・防災 

エマージング・ユースケース 

・倉庫床面検査（非 GPS 環境） 

 

2020年 10月、PF2を用いて風力発電機のブレードを自律飛行点検する実証実験を実施。従来

の望遠レンズ搭載カメラによる地上からの撮影に比べて、ドローンの自律飛行による画像撮影に

より大幅に時間を短縮することが可能であるという結果が得られたため、PF2 の風力発電機点

検仕様として提供を開始する。 

＜風力発電機点検仕様の特徴＞  

・風力発電機の詳細サイズ、位置情報を入力するだけで、自動的に飛行ルートを算出すること

ができるため、風力発電機のタワーやブレードに沿うように飛行することが可能 

・高解像度カメラを搭載することで、精細な空撮や点検を実現でき、風力発電機のブレードの

レセプタやエッジ部分の詳細画像を取得することが可能 

・アームとボディの一体成型により、強度だけではなく防塵・防水性能が向上 
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出所：自律制御システム研究所 プレスリリースより 

（https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/1560/） 

資料 4.1.24 （左）風力発電機の周りを自律飛行で撮影するドローンの様子、（右）ドローンが撮影し

た風力発電機のブレードの先端 

（2）小型機体「Mini」

ACSL 独自開発の自律制御技術、Visual SLAM の技術を活かし、小型化・高性能化を追求す

ることで非 GPS 環境の狭小空間でも安定した飛行を実現。最大 38 分の長時間飛行が可能。ま

た、ジンバルに搭載した 2,000 万画素、光学 30 倍ズームのカメラにより高精細な画像が取得で

きる。アプリケーション別に需要の高い各種センサ搭載にも対応している。

＜搭載機能＞

① Visual SLAM

出所：自律制御システム研究所 提供資料より 

資料 4.1.25 Mini 
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構造 

全長（プロペラ範囲） 704mm 

高さ 300mm 

重量（バッテリ 1 本含） 3.15kg 

推進システム 

プロポ 2.4GHz 

データリンク 920MHz 

フライト制御システム 

オートパイロット ACSL AP3 

バッテリー 

容量 10,000mAh×1 

公称電圧 22.2V 

タイプ LiPo 6S 

性能 

飛行速度（完全自律飛行時） 水平：10m/s（GPS 環境下）、2m/s（非 GPS 環

境下）、上昇下降：2m/s 

耐風速（地上・平均） 10m/s 

高度 150m（航空法上限） 

最大飛行時間 38 分（ペイロード無し） 

26 分（カメラ・ジンバル搭載時） 

基本機能 

Visual SLAM を用いた非 GPS 環境下（橋梁下、屋内、建物周辺など）での、高精度な自己位置・

方角推定／GPS 環境下、非 GPS 環境下での自律飛行の切り替えが可能（飛行前） 

オプション加工 

①2.4GHz 映像伝送 ②5.7GHz 映像伝送 ③プロペラガード ④赤外線カメラ＋可視光カメラ搭載 

出所：自律制御システム研究所カタログより 

資料 4.1.26 Mini のスペック（本誌執筆時の公表データにもとづく） 

 

＜活用分野＞ 

インフラ点検ソリューション 

・プラント（非 GPS 環境） 

エマージング・ユースケース 

・倉庫（非 GPS 環境） 

 

2021 年 1 月、ACSL の Mini と、ブルーイノベーションのソフトウェアプラットフォーム

「Blue Earth Platform（BEP）」を連携させ、屋内作業の DX ソリューションを共同開発した。 
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① 5G 通信・エッジ AI ドローンによる「プラント自動点検ソリューション」

5Ｇ通信デバイス（5G コネクティングデバイス）を搭載したドローン「Mini」が巡

回することで、人が介することなく設備の状態やデータをデジタル化する。取得デー

タはエッジ側（ドローン側）でリアルタイムに AI 解析され、その場で解析結果の把握

が可能。取得した大量のデータは高速かつ安全に BEP で共有・蓄積され、解析結果に

応じて BEP 上でドローンやカメラに新たなミッションを自動で付与し遂行させること

で、高速かつ効率的、低コストでの点検を実現する。（協力会社：京セラ株式会社） 

② RFID ドローンによる「倉庫内在庫管理」

RFID リーダーを「Mini」に搭載し、作業員による計数作業に代えて RFID リー

ダー搭載のドローンでデータ取得することで、倉庫内棚卸作業をデジタル化・効率化

する。また、BEP を活用することで複数のドローンによる同時棚卸や、既存システム

（AGV やロボットなど）と連携させ、他の作業工程も含めた統合管理が可能となる。

今後、業務終了後にドローンをはじめとした既存システムが全自動で在庫棚卸を行い、

翌朝に結果を確認できるサービスにも対応していく。（協力会社：トッパン・フォー

ムズ株式会社）

（3）点検調査用ドローン「Air Slider」

「Air Slider（エア・スライダー）」は、（株）NJS と共同開発した、閉鎖性空間を対象とし

た点検調査用ドローン。機体は修繕しやすい機構を設けメンテナンス性、防水性を有しており、

管内調査のための FPV（一人称視点）操作にも対応している。 

2018 年、広島市下水道局が実施した下水管内点検調査の実証では、従来の調査手法に比べ所

要時間が 5 分の 1 と大きく短縮できることが確認されたほか、作業の容易性や安全性、さらに撮

影画像と展開図の精度の高さなど管路内点検スクリーニング技術として高い評価を得た。この実

証結果から日進量（１日の調査距離）は「1.5 ㎞程度は確実」としている。 

なお、平成 27 年度末の日本の下水道管路延長は約 47 万 km であり、このうち 9 割が人による

目視調査ができない口径 800mm 未満の小口径管路である。口径 800mm 以上の管路は人による

目視調査が行われ、口径 800mm 未満の小口径管路は自走式のテレビカメラ等で調査が実施され

ているが、人がマンホールに入り機材等を設置する必要があることから、効率が良いとは言えず、

調査が進んでいない状況であった。今後、管路老朽化による道路陥没等の危険性の高まりや、人

手不足社会が進行する中、調査作業の省力化は欠かせない課題である。このような背景から、管

路の点検・調査の効率化と経済性の確保が喫緊の課題となっている。
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出所：自律制御システム研究所 提供資料より 

資料 4.1.27 下水道管路等の閉鎖性空間を飛行する調査用ドローン「Air Slider」 

（4）新規に取り組む事業モデル 

ACSL は 2020 年 8 月発表の中期経営方針「ACSL Accelerate FY20」において、下記 4 つの取

り組みを新規に実施することを戦略として掲げ、推進している。 

 

・用途別特化型の機体開発 

小型空撮ドローン（政府調達・民間向け）、中型物流ドローン（Level 4 対応）、煙突点検

ドローン、および閉鎖環境点検ドローンをまずは製品化 

・サブスクリプションの導入 

機体の売り切りに加えて、顧客ニーズに合わせてサブスクリプションによる定額収入・リ

カーリングな販売モデルを導入 

・ASEAN 進出本格化 

ASEAN の中核都市シンガポールに開発・営業活動を行うための事業所を設立し、ローカル

人財の採用に伴い海外進出を本格化 

・CVC による技術調達 

CVC を設立し（または同等機能）、AI・ブロックチェーン・セキュリティ・画像処理・セ

ンサー等、技術シナジーが期待できる技術を積極的に調達 

 

① 5kg ペイロードの中型物流ドローン原理試作機による現場実証に成功 

2020 年 12 月に実施された、ANA ホールディングスらによるドローンでの日用品・処

方箋医薬品の即時配送サービス実証において、5kg ペイロードの中型物流ドローン原理

試作機の実環境における現場実証を実施し、合計 65 回、総延長 160km 以上を飛行。 
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出所：自律制御システム研究所プレスリリースより 

（https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/1624/） 

資料 4.1.28 中型物流ドローン試作機 

② 被災地への防災・災害仕様ドローンの無償提供による支援

台風 19 号の被害に伴う東京都からの要請を受け、2019 年 10 月に、ANA ホールディ

ングス株式会社、NTT ドコモ株式会社の協力のもと、車両の通行できない西多摩郡奥多

摩町日原地区へ緊急物資輸送を実施した。この経験から、災害時に ACSL のドローンを

活用することによってより多くの被災地を支援していきたいと考え、2020 年 11 月、被

災地への防災・災害仕様ドローンの無償提供による支援を開始することとした。

ビジネスモデル 

・商業用ドローンを用いた無人化・IoT 化に係るソリューションサービスの提供（PoC/概念検証、

カスタム開発、少量・大量生産）。

実績 

・「レベル 3（補助者なし目視外飛行）」を日本郵便と 2018 年 11 月に実現。ドローンを使った郵

便局間の輸送を実施している。

・「ISO9001」の認証と、日本産業用無人航空機工業会の JUAV 認定第一号を取得。

・2018 年 12 月、東証マザーズ市場に上場。

他社との明確な差別化要因 

・自律制御機能、画像処理・AI、安全機能、外部システムへの API 統合、など。

今後強化していきたいこと 

・経済的インパクトを生み出す無人化・IoT 化の高度化開発とその事業展開。
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目標 

・FY21 に売上高〜35 億円を目標とする。 

・用途特化型機体のうち 3 つは 2021年中に上市予定。「小型空撮機体」は 2021年３Q、「煙突点

検ドローン」は 2Q、「閉鎖環境点検ドローン」は 2Q を目指す。 

今後の展望 

・主にフォーカスしている分野は、点検、災害、物流（短期的には地方）である。 

・インダストリアル向けドローンシステムにおいて、業務組み込み型ドローンシステムを一気通貫

で提供することで、点検業務全体の自動化・無人化・IoT 化システムを実現する。 

・日本で先行開発したプラットフォーム、ソリューションのユースケースを武器に、インド・シン

ガポール等 ASEAN への展開を加速。 
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春原 久徳 （SUNOHARA Hisanori） 

一般社団法人　セキュアドローン協議会 会長
一般社団法人　ドローン自動飛行開発協会 (DADA)代表理事
ドローン・ジャパン株式会社 取締役会長

現在、ドローン関連コンサルティング、ドローンソフトウェアエンジニア育成事業、ドローンによる農業サービス開発を行っている。
三井物産の IT系子会社で12年、米や台湾企業と ITコンポーネンツの代理店権の獲得および日本での展開を担当。その後、日本マイクロソフト
で12年、PCやサーバーの市場拡大に向けて、日本および外資メーカーと共同で戦略的連携を担当。
2015年12月、ドローン・ジャパン株式会社設立。『ドローンビジネス調査報告書2020』（株式会社インプレス）を調査執筆、Drone.jpでコラム
[春原久徳のドローントレンドウォッチング ]連載中。他にも各産業業界誌で多数執筆。農林水産省、NEDOや各業界団体でのドローン関連の講師
を年間60～ 80回程度行っている。

青山 祐介 （AOYAMA Yusuke）
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